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地域社会に関わろう 会長 原田俊彦

第2580地区ガバナー
若林英博(東京麹町RC)

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会長 原田 俊彦

■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長エレクト 石渡 秀雄
ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615 幹事 田中 保

■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副幹事 波多野幸雄
TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 丸山文人

Serve to Change Lives
シェカール・メータ会長

カルカッタ-マハナガルRC(インド)

世界で、日本で、地域で、
良いことをしよう
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次回以降のプログラム

4月28日・5月5日 休会

5月12日
「イニシエーションスピーチ」

井上慶亮会員

本日の卓話

「ROTEX活動紹介」

ROTEX委員長 小宮一航君

2022年４月１４日

第138４回 例会報告
会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
1９人 15人 78.94% ３月３１日 100％

＜会長報告＞
・なし

<幹事報告>
・本日、皆さんのメールボックスへ、江東ロータリークラブ60周年記念例会登録料納入のお願いを
いれさせて頂きました。ご対応をお願い致します。

＜委員会報告＞
・石渡会長エレクトより、明日4月15日(金)は地区研修協議会です。出席者の皆様、よろしくお願い
致します。

・ゴルフ会より、6月3日に江戸崎カントリー倶楽部にて、江東ロータリークラブとの合同ゴルフコンペ
を行います。皆様、奮ってご参加ください。

＜伝達・贈呈＞
・4月の記念日:
会員お誕生日、配偶者お誕生日：なし 結婚記念日：4月25日 石渡会員、4月29日 林会員

■ 点 鐘

■ ロータリーソング「手に手つないで」

■ ゲスト：なし

■ ビジター：なし



本日の卓話
オンラインにて、日本ビアジャーナリスト協会 代表 藤原ヒロユキ様をお迎えしました。
ビール評論家としてのご活躍だけでなく、2019年からはホップの生産者として、ビールの製造工程、カ
テゴリーの説明等、分かりやすくお話いただきました。

残念ながら、現在、酒造及び
販売を休止されています。

再開された際にはご購入して
いただければとのことです。

原田 俊彦君 「クラフトビールを語る」大変楽しみにしています。
田中 保 君 今日は、藤原さん、よろしくお願いします。
石渡 秀雄君 連日、暖かい日が続きましたが、今日は雨です。さて、今年の夏はどうなるでしょう？暑くなっ

たらビールです。藤原さん、本日はよろしくお願い致します。
井上 慶亮君 娘が幼稚園に入園致しました。
荒井 節子君 シャンソンライブ大盛況で良かったですネ。中山エミさんが、皆様によろしくとのことです。

今日はビールの話。ビール党としては、楽しみです。
土屋 東明君 ビール、好きです。
森 達郎 君 本日は、大好きなビールの話、藤原さん、楽しみにしております。
波多野幸雄君 藤原ヒロユキさん、本日はオンラインによる卓話になるそうですが、楽しみにしています。
林 茂男 君 クラフトビールについて。藤原さん、お話し、よろしく。
水谷 文彦君 藤原様、卓話楽しみにしています。
許 瑛子 君 本日の卓話、オンライン。藤原様、よろしくお願いします。楽しみにしています。
野木 芳宏君 藤原様のビールのお話し、楽しみにしています。私はビール党です。
岡本 隆一君 藤原様、クラフトビールの話、楽しみです。

合計 ２６，０００円

米山奨学生 高 涵(こう はん)さんをお迎えして
２０２２年４月より１年間、米山奨学生の高涵さんを世話クラブとしてお迎えしました。
カウンセラーは田中保会員です。
東京大学修士課程で生圏システム学を専攻され、日本における銘木の流通構造を研究されています。

ウクライナでの戦争による人道的危機にロータリーが対応
米国イリノイ州エバンストン（2022年4月4日）： – ロータリーは本日、ウクライナと近隣諸国のクラブが実施している現地

での救援活動を支援するため、600万米ドル以上の寄付が寄せられたと発表しました。
「人道的支援のニーズは日に日に高まっています。欧州をはじめ、世界中のロータリークラブ（ウクライナの1,100人の会員

を含む）が既に救援活動に乗り出し、中には避難民の支援に当たっているクラブもあります」と国際ロータリーのCEOであるジ
ョン・ヒューコ氏は述べます。
ウクライナ西部では、リヴィウのロータリー会員が地方自治体や主要病院と協力して、緊急の医療物資や機器を提供してい

ます。スロバキアとチェコ共和国では、ロータリークラブが鉄道会社と提携し、難民の移動手段と必需品を提供しています。
フランスとドイツでは、ロータリー会員が支援の窓口となる基金を設置し、ウクライナと近隣国への援助を取りまとめるチー
ムを立ち上げました。ポーランドのロータリークラブは、食糧、水、医療機器を提供しているほか、ウクライナ難民の移動や
シェルターを支援しています。
ロータリーの慈善部門であるロータリー財団に寄せられた寄付金は、ウクライナやほかの国のロータリークラブを通じて、

難民の支援が最も必要とされる場所で直接活用されています。
ロータリークラブはまた、高まりつつある人道的ニーズへの効果的なソリューションを見つけるためにパートナー団体と協

力しています。災害救援におけるロータリーのパートナー団体であるシェルターボックスは、東欧のロータリー会員と協力し
、必需品やウクライナからの難民が一時的に利用できるシェルターを提供しているほか、ウクライナ国内でも避難生活用の物
資を提供しています（学校やスポーツ施設での避難者のためのマットレス、シェルター、衛生用品、冬用コート、太陽光ライ
ト、水筒など）。


